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現在の日本の状況を考えると、子どもの将来に大きな不安がある――。こう悩んでいた新宮真由
美は「子どもイノベーター塾」に子どもを受講させることを決めた。子どもたちは、ここでの学び
を生かし、自ら問題を解決して目覚ましい成果を上げる。

子どもたちの未来に
最高の贈り物を！

新宮 真由美（Goldratt Japan）

　大人になって社会に出ると、正解を

教えてくれる教科書があるわけではな

い。学校のテストのように、あらかじ

め正解が用意されているわけでもな

い。日々の仕事や生活の中で遭遇する

問題の大半は正解すらない。学校で学

んだことが、そのまま通用するほど世

の中は甘くないのだ。

正解のない世界を生き抜く力とは
　それでは、難問だらけの社会へ出る

ために子どもたちは何を学べばよいの

か。正解のない世界を生き抜く力とは

何なのか――。この答えのヒントが、

イスラエルの教育体制にある。

　同国は「イノベーション大国」とも呼

ばれ、過去に類を見ない革新的な製品・

サービスを次々と生みだしている。イ

ノベーション大国に至った最大の要因

が、ユニークな教育アプローチにある。

この教育とは、教科書で正解を学ぶの

ではなく、徹底的に「考える力」を身に

付けるための訓練を行うことだ。この

力は「正解がない問題に対して、自分

で正解を創り出す力」ともいえる。

　「世界最先端の教育を日本に持ち

込みたい」「子どもの未来に最高の

贈り物をしたい」――。こう願った

Goldratt Japanのメンバーが立ち上げ

たのが「子どもイノベーター塾」だ。こ

こでは、この塾を受講した子どもたち

の実例を紹介する。見逃せないのは、

子どもたちが成長しただけではなく、

親も一緒に成長していることだ。

「3つの秘密道具」で問題解決
　事例を発表するのは、Goldrattのメ

ンバーである新宮真由美の3人のお子

さんたち。長男のたくまくん（小学5年

生）、長女のひなこちゃん（小学3年生）、

次男のこうたろうくん（5歳）の3人だ

（学年・年齢は2023年7月の発表時点）。

　イノベーター塾では、最初に子ども

たちのそれぞれが抱えている問題や自

分の目標を見いだす。問題や目標を論

理的に整理するために「3つの秘密道

具」の使い方を学ぶ。これは、原因と

結果の関係を使って、論理的に考える

力をつけるために編み出されたツー

ル。①事象を記述する「はこ」、②事象
Goldratt Japanが主催する「TOCクラブ」で講演する新宮真由美とたくまくん（左）、ひなこちゃん（右）、
こうたろうくん（中央）
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のつながりを表す「矢印」、③複数の事

象の組み合わせを表す「バナナ」――

という3つの道具を使用する。TOC（制

約理論）において、事象の論理関係を

表すための基礎的なツールだ。複数の

事象が組み合わさって複雑に見える問

題も、これでシンプルに整理できる。

　イノベーター塾を受講した3人は

「ワクワクするような目標をつくろう」

と話し合って、まずは目標を決めた。

それが「ふわふわな、おっきなお家に

住みたい！」というものだ。

　この目標の達成に向けて、「アンビ

シャス・ターゲット・ツリー（ATT）」

というツールを活用する。ATTは、ど

うすればよいのかが分からないほど困

難な目標（アンビシャス・ターゲット）

を達成するための道筋を導き出すため

のツール。まずアンビシャス・ターゲッ

トを定義し、それを達成するための障

害を考える。次に中間目標を考え、そ

れを達成するための行動を考える。そ

の行動の実行の順番を設定することで

目標達成の道筋が見えてくる。右の図

は、3人が実際に作成したATTだ。

お母さんの時間を増やすには？
　お金がないと家を建てられないの

で、まずは3人でお金を増やす方法を

考えた。話し合いで出てきたのが、「自

分たちで本を書いて、アマゾンで売る

こと」「家にあるいらないものを売る

こと」「お母さんがいっぱい働けるよ

うにサポートすること」の3つだ。こ

の中から、実現可能性を含めると3番

目が最も良いと判断した。

　当時、母親の新宮真由美はGoldratt 

Japanにおいて在宅勤務で1日３時間

だけ働き始めていた。3人で協力して、

母親がもっと長い時間、働けるように

すれば、もっとお金が増えると考えた。

　そこで、「お母さんのお仕事の時間

を増やすこと」を目標としたATTを新

たに作った。3人で話し合った結果、

母親の仕事時間が増えない一番の原因

は兄弟げんかだと判明した。けんかを

すると、誰かが母親のところにいくの

図1 ●子どもイノベーター塾で学ぶ「3つの秘密道具」

図2 ●3人が作った「アンビシャス・ターゲット・ツリー」

で仕事ができなくなっていたことが分

かった。この目標を達成するための中

間目標を「３人で仲良く遊べる」と設定

し、これを達成するための行動を「３

人で仲良く遊ぶことを目標にしたATT

をつくる」とした。

　最後に「3人で仲良く遊ぶこと」を目

標としたATTを作成。目標を達成する

ための行動は「3人みんなが好きでけ

んかにならない遊びを見つける」こと

だった。そこで、けんかにならない「パ

ズル」「ポケモンカード」「おりがみ」

で遊ぶことにした。

ミステリー分析で失敗から学ぶ
　しばらくは、この3つで仲良く遊ん

でいたが徐々にけんかが起こるよう

になった。この原因を探るために、子

どもイノベーター塾で習った「ミステ

リー分析」を行った。ミステリー分析

は、思ったようにいかないことを分析

するツール。7つの質問を使って、問

題を可視化する。

　この結果、けんかが起こる原因は「同

じもので遊んでいたら飽きる」ことだ

と分かった。解消策は「新しいパズル

とポケモンカードを買ってもらう」と

なったが、3人は母親がそう簡単には

買ってくれるとは思えなった。そこで、

新しいおもちゃを買ってもらうために

一計を案じる。3人で仲良く遊んだ時

「もしA、かつ、もしBならば、C」と読む

目標：ふわふわな大きなお家に住む

障害
（できないことは？）

ふわふわな大きなお家が
みつからない

引っ越しができない

お金が足りない

ふわふわな大きなお家が
みつかる

引っ越しができる

お金が増える

インターネットで探す

引っ越し業者にお願いする

お金を増やす方法を考える

中間目標
（起こしたいことは？） 

行動
（どうしたらいい？） 

C

A

複数のことが重なって次
の事象が引き起こされて
いることを示す「バナナ」

原因と結果を論理でつな
げる「矢印」

事象を記述する
「はこ」

B
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小さい頃から英語を習っていたので

チャレンジしてみたいと考えたが、

もちろん自信があるわけではない。

そこで「英語で発表できるようにな

る」という目標を設定してATTを作っ

てみた。このATTから、目標を達成

す る た め の 行 動 と し て「ChatGPTを

使って日本語を英訳する」ことと「発

表の日まで毎日読んで練習する」こと

が浮かび上がった。練習の成果が実

り、花見会の当日は、ラミ・ゴールド

ラットを含めた参加者からスタンディ

ングオベーションを受けることになっ

た。

　5歳のこうたろうくんも、わずか1

週間で10人の友達をつくるという目

覚ましい成果を上げている。3カ月前

に保育園を転園していたこうたろう

くんには、なかなか友達が増えない

という悩みがあった。特に自由時間

に独りで遊ぶのが寂しく、保育園に

行くのがいやになっていた。そこで、

「遊ぶ時間にいつもお友達と遊べた

らいい」という目標でATTを作ってみ

た。ここで導き出された行動が「相手

の気持ちになって考える」ことだ。

　相手の気持ちを考えるために、自

分が誰かに「遊ぼう」と誘われたとき

の状況を論理的に整理した。そこで

分かったことは、自分が好きな遊び

であれば一緒に遊ぶが、そうでない

ときは遊ばないということだった。

そこで、相手の好きな遊びで誘えば

よいことが分かった。男の子のほと

んどがブロックで遊んでいることを

思い出し、遊ぶ時間にブロックで面

白いものを作って話しかけてみた。

これを毎日、繰り返した結果、一緒

間を記録して、そのご褒美として新し

いおもちゃを買ってもらうことにした

のだ。この作戦が功を奏し、ポケモン

カードは徐々に増えていき、3人で長

く遊べるようになった。

　このほかにも、たくまくんが母親に

代わって家族の時間管理をしたり、ひ

なこちゃんが片付けや掃除のお手伝い

をしたり、こうたろうくんは保育園の

お迎えの時間を遅くするといった具合

にみんなで頑張った。この結果、1年

半で母親の勤務時間は3時間から6時間

へ、そしてフルタイムと増えていった。

1週間で10人もの友達をつくる
　長男のたくまくんは、イノベーター

塾での学びを生かして、Goldrattのグ

ループCEO（最高経営責任者）である

ラミ・ゴールドラットの前で英語の

発表を行ったこともある。たくまく

んは、Goldratt Japanの花見会で発表

を行う機会を得たのだが、その日は

ちょうどラミ・ゴールドラットも参

加する予定だった。

　Goldrattのメンバーから「英語で発

表してもいいよ」という冗談めかし

た問いかけがあった。たくまくんは 図4 ●こうたろうくんが友達をつくる際に描いたロジック図

図3 ●けんかになる原因を特定した「ミステリー分析」

仲良く遊べるはずなのにけんかになった

けんかになった

新しい「パズル」「ポケモンカード」
を買ってもらう 同じもので遊んでいたら飽きる 「パズル」「ポケモンカード」

「折り紙」で遊ぶ

仲良く遊べる

【質問 4】

【質問 7】

実際におこってしまっ
たことは何ですか？

この解消策を実行すると、期待
したことが起こりそうですか？

【質問 2】
もともと何が起こると
期待していましたか？

【質問 1】
問題は何ですか？

この原因を解消するうまい方法
はありますか？

何が原因で、思ったようにいかなかっ
た結果を引き起こしたのでしょうか？

それを引き起こすために
何をしましたか？

【質問 6】 【質問 5】 【質問 3】

一緒に遊ばない

自分が嫌いな遊びを
言われる

僕が誰かに
「遊ぼう」と言われる

自分が好きな遊びを
言われる

相手の好きな遊びを
しようと言う

一緒に遊ぶ
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に遊ぶ友達がわずか1週間で10人も

増えた。

子どもだけでなく親も成長する　

　母親の新宮真由美は、子どもたちが

成長しただけでなく、自分も成長し

たことに気づいたという。子どもイ

ノベーター塾を受講する前は、親は子

どもの困りごとを探し出して、それ

を解決するものだと考えていた。しか

し受講後には、子どもが自分で立てた

目標に向かって主体的に行動するのを

サポートすればよいのだと考えを改め

た。新宮は「良かれと思ってやってい

たことが、実は子どもの考える機会を

奪っていました」と昔を振り返る。

　新宮に限ったわけではないが、現在

は子どもを育てる親にとってさまざま

な不安がある。「超・少子高齢化社会

で未来は大丈夫？」「AI（人工知能）が

進化する未来に仕事はあるのか？」「子

どもたちにどんなことを身に付けさせ

たらよいのか？」――。新宮は、ニュー

ス番組を見る度に子育てに思い悩んで

いた。だが、イノベーター塾で身に付

けた力を考えると、子どもたちが頼も

しく思えたという。

考えるプロセスがあることが利点
　新宮は、この力を大きく5つに整理

する。1つ目は、3つの秘密道具を使っ

て「因果関係をきちんと考える力」だ。

イノベーター塾ではさまざまなツー

ルを学ぶが、これが全ての基礎とな

る。2つ目が「失敗から学んで成長す

る力」。ミステリー分析を使って失敗

した理由を解き明かせば、次への学

びとつながるのだ。

　3つ目が「対立を解消して仲間と協

力する力」。今回の発表には登場して

いないが、TOCには対立した関係の

解消策を見つけ出す「クラウド」とい

うツールがある。このツールもイノ

ベーター塾で学ぶことが可能だ。

　4つ目が「問題を解決してブレーク

スルーを起こす力」。新宮は、こうた

ろうくんが友達ができずに悩んでい

ることをあまり知らなかったという。

イノベーター塾を受講後にこうたろ

うくんが、この問題を解決したいと

新宮に働きかけてきた。新宮のサポー

トの下で解消策を見いだすと、わず

か1週間で10人もの友達をつくると

いうブレークスルーを起こしている。

こうたろうくんの事例は個人的な問

題を解決したものだが、新宮は「将来

に職場や社会の問題に遭遇した際に

も、この力が大いに役立つでしょう」

と語る。

　5つ目が「高い目標に向かって実現

していく力」だ。子どもでも大人でも、

あまりに目標が高いと実現を諦めて

しまうケースは少なくない。しかし、

TOCを開発したエリヤフ・ゴールド

ラット博士は「どんなことをしても到

達できないのが明らかなくらい高い

ゴールを選ぶことが大切だ」と指摘し

正解のない世の中で、生き抜く力が手に入る

【結果】

リスキー・プリディクションとは ?
自然科学は「論理的である」ことと、「反駁を受け入れる」という考え方を備えている。「科学
的である」とは、置かれた「前提」とそのときにとる「行動」、そして結果が引き起こされる「理
由」の 3 つをセットにすることで、必然的に生じる「結果」が予測できることをいう。これら
を可視化したものが、リスキー・プリディクションである。

身の周りの問題を解決し
たり、対人関係をよくした
り、目標を達成したりする
プロセスが身に付くから

「考える力」を身に付け
ることに 主 眼 を置いた

「 子 ど も イノベ ー タ ー
塾」を受講させる

少子高齢化、AIの進化に
よる仕事の喪失など、現
在の日本の状況を考える
と、子どもの将来に不安
がある

【理由】 【行動】 【前提】

図5 ●子どもイノベーター塾の受講を決断した際のリスキー・プリディクション

ている。この理由は、達成不可能と

思える高い目標の道のりの中でこそ、

成長が持続できるからだ。イノベー

ター塾で学ぶATTを使えば、高い目

標を実現するための道筋を描ける。

　新宮は、イノベーター塾の利点を

「考えるためのプロセスがあることで

す」と評する。単に難問の答えを見い

だすことを体験するだけでなく、考

えるためのプロセスを学べた点が、

子どもたちの将来にも大きく役立つ

と考えている。このプロセスは、受

講生に配られる「探偵ノート」に載っ

ている。

　新宮の家では、リビングの本棚に

探偵ノートを置いている。子どもた

ちは何かの困りごとに遭遇した際や

新たな目標ができた時に、本棚から

引っ張り出して読んでいるという。

新宮は次のように抱負を語る。

「将来、親に相談できないような悩み

が出てきたときにも、自分で解決し

てくれるでしょう。どんな時代になっ

ても、たくましく生き抜いてくれる

と期待しています」




